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学校教育における住教育のあり方に関する研究一日英の比較（第1 報）

（財）建築技術教育普及センター　　星野恵子

的　住環境の水準向上を図る上で「住み手」の意識を高める教育が不可欠であること

知の事実であり、住居を直接的に扱う教科として、家庭科4こついても様々な研究がな

ている。しかし、住み手を教育する目標は何なのか、といった住教育の基本的な問題

分検討されていないようである。そこで、本研究では、住教育に古い歴史を持つ英国

例を参考にして、住教育の目的を解明しようとするものである。

法　我が国の学習指導要領に近いと考えられる英国の中等教育終了認定試験（G C S

のためのN a t i　o n　ａ　１　　C r　ｉ　t e　ｒ　i a及びs y 1　1 a b u s、また、この新

試験に関する論文を資料として用い、日本の中学学習指導要領との比較分析を行うことに

より、学校教育における住教育のあり方を検討することにした。

　結果及び考察　まず、双方の共通点として。実践的な態度の重視があげられる。特にＧ

C S Eは、就職試験としても利用されており、受け身の学習態度では得られない知識、技

術を高く評価すること、また、その内容が社会生活において今日的意義のあるものでなけ

れぱならないことが強調されている。こうした主体性重視の教育が、より良い住生活を生

むための第一条件であると考えることができよう。相違点は「生活と技術との関係を理解

させるＪ　という教育目標に見られる。日本では、技術習得を第一次目標とし、その理解を

深めさせようとする。一方、英国では、なぜその技術が必要なのかを考えさせ、「生活と

技術」を「人間の欲求とそれを充足させる営み」として理解する態度を身につけさせよう

としている。この差油ヽら生じる影響について、今後も検討してみたい。
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コマーシャル・マスコミ情報が生徒に及ぼす影響
　　共学家庭一般における住領域教材について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分大・教育　久保加津代

　目的　住教育の困難さはたびたび指摘されている。しかし、子どもたちの住生活への関

心は高く、これに根ざした住領域教材の開発が望まれる。そのためには子どもたちの住生

活への関心がどのように形成されているかを知る必要がある。大きな要因となっていると

思われる住宅産業などによるコマーシャル・マスコミ情報について、それが子どもたちの
住居観形成にどのような影響を及ぼしているかを明らかにする。
　方法　質問紙法による調査　調査時期　1989.12.対象　大分市内高校生男女295名

有効回収票数295
　結果　1.住生活に関する関心は高く、今後学びたい領域としては　インテリアデザイン

（82%)、住宅設計(46%）（複数回答）などをあげている。2.高校生はコマーシャル・マスコ

ミ情報に積極的に対応しており、９割近くが新聞に折り込まれるチラシ広告を見ている。
3.コマーシャル・マスコミ情報の影響で住生活に対する一定の知識は豊富である。一方、

中・高の教科書で取り上げられているようなことがらについては知らない。 4.将来の住生

活像も、広いフローリングの居間・出窓のある部屋・システムキッチン・天窓などを望む
ものが多い一方で、段差のない家・家事室のある家などを望むものは少ない。5.しかし、

コマーシャル・マスコミ情報が単に商品の宣伝だけではなくライフスタイルを提案する形

のものになってきており、住居観形成に積極的役割を果たしている面もある。これらの積

極面と問題点を詳しく分析して住教材を考えていきたい。
　謝辞　調査票作成・実施にあたり大分県立上野丘高校教諭本田幸子氏の協力を得た。


